
中国・世界自然遺産と少数民族
多
様
な
地
勢
が
も
た
ら
す
驚
異
の
景
観

　
「
中
国
4
0
0
0
年
」と
言
わ
れ
る
悠
久

の
歴
史
は
、国
内
各
地
に
気
の
遠
く
な
る
よ

う
な
歳
月
が
生
み
出
し
た
文
明
や
文
化
の

足
跡
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

「
大
運
河
」「
万
里
の
長
城
」と
い
っ
た
中
国

な
ら
で
は
の
ス
ケ
ー
ル
を
感
じ
さ
せ
る
遺
構

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
人
々
の
営
み

を
今
に
伝
え
、中
国
観
光
に
お
け
る
ハ
イ
ラ
イ

ト
と
し
て
変
わ
ら
ぬ
輝
き
を
放
ち
続
け
て
い

ま
す
。

　

1
9
8
7
年
に
中
国
で
初
め
て
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
6
遺
産
の
う
ち
、「
万
里
の

長
城
」を
は
じ
め「
莫
高
窟
」「
北
京
と
瀋
陽

の
明
・
清
朝
の
皇
宮
群
」（
故
宮
）、「
秦
の
始

皇
陵
」（
兵
馬
俑
）、「
周
口
店
の
北
京
原
人
遺

跡
」の
5
つ
ま
で
が
文
化
遺
産
で
占
め
ら
れ
、

残
る
1
つ
が
複
合
遺
産
の「
泰
山
」だ
っ
た
こ

と
も
、悠
久
の
歴
史
が
育
ん
で
き
た
文
明
や

文
化
の
厚
み
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

同
時
に
、日
本
の
約
26
倍

と
い
う
約
9
6
0
万
平
方
キ

ロ
に
及
ぶ
面
積
を
持
つ
中
国

で
は
、「
世
界
の
顕
著
な
普
遍

的
な
価
値
を
も
つ
」50
の
世
界
遺
産
の
う
ち
、

自
然
遺
産
も
11
を
数
え
て
い
ま
す
。

　

平
均
標
高
が
約
4
5
0
0
メ
ー
ト
ル
に
達

す
る
チ
ベッ
ト
高
原
か
ら
黄
河
下
流
域
や
長

江
中
下
流
域
の
平
地
に
い
た
る
ま
で
、そ
の
多

様
な
地
勢
は
、「
九
寨
溝
の
渓
谷
の
景
観
と

歴
史
地
域
」や「
黄
龍
の
景
観
と
歴
史
地
域
」

「
武
陵
源
の
自
然
景
観
と
歴
史
地
域
」「
雲

南
三
江
併
流
の
保
護
地
域
群
」「
三
清
山
国

立
公
園
」「
中
国
丹
霞
」な
ど
、国
際
協
力
の

も
と
で
保
護
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
驚
異
の
景
観

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

少
数
民
族
と
の
組
み
合

わ
せ
も
旅
の
テ
ー
マ
に

　

ま
た
、こ
の
広
大
な
国

土
に
は
、約
13
億
人
も
の

人
々
が
暮
ら
し
、政
府
公

認
の
民
族
は
56
を
数
え
ま

す
。そ
の
う
ち
92
％
が
漢

族
で
、少
数
民
族
と
言
わ

れ
る
55
族
の
う
ち
、最
も

人
口
が
多
い
チ
ワ
ン
族
は

約
1
6
0
0
万
人
に
も

達
し
て
い
ま
す
が
、最
も

少
な
い
ロ
ー
バ
族
の
人
口
は

約
3
0
0
0
人
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。

　

漢
族
が
主
に
黄
河
、長

四川省の省都・成都の北約460キロにある九寨溝。100を超す湖沼が数珠つながりとなって、透明度の高い
水が変化に富む景観を生み出しています

貴州・湖南・広西・河北各省に約250万人が住むトン族の子ども達。歌が豊富で「トン族の大歌」はユネスコの無
形文化遺産にも登録されています

雲南省北西部では、怒江・瀾滄江・金沙江が南北170キロにわたって並んで流れています。地
質学的に不可能と言われるほどの湾曲した流れは圧巻です

四川省の北部・雪宝頂（標高5588メートル）を中心に広がる黄龍は、仙境を意味する「人間
瑶地」の別称を持つほどの美しい湖沼群が点在しています

悠
久
の
歴
史
と
広
大
な
国
土
が
生
み
出
す
多
彩
な
魅
力

「
自
然
遺
産
」「
少
数
民
族
」テ
ー
マ
に
商
品
開
発
を

広 告素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）



江
、珠
江
の
三
大
流
域
と
松
遼
平
原
に
集
中

し
て
い
る
の
に
対
し
、少
数
民
族
は
人
口
こ
そ

少
な
い
も
の
の
、全
国
の
60
％
以
上
の
地
域
に

分
布
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
世
界
自
然
遺
産
を
テ
ー
マ
と
す
る

旅
行
商
品
を
企
画
す
る
場
合
、例
え
ば
、「
九

寨
溝
」の
あ
る
四
川
省
な
ら
、同
省
を
は
じ
め

チ
ベッ
ト
自
治
区
や
青
海・雲
南・甘
粛
の
各
省

な
ど
広
範
に
居
住
す
る
チ
ベッ
ト
族
、ま
た
、

湖
南
省
の
武
陵
源
な
ら
、貴
州
省
東
南
部
を

中
心
に
湖
南・広
西・湖
北
各
省
の
谷

川
沿
い
に
住
む
ト
ン
族
な
ど
、少
数

民
族
を
訪
ね
る
コ
ー
ス
設
定
な
ど
も

可
能
で
す
。

　

古
か
ら
父
祖
伝
来
の
土
地
で
長
い

歳
月
に
わ
た
っ
て
、ひ
そ
や
か
な
が
ら

も
し
た
た
か
に
生
き
続
け
て
き
た
少

数
民
族
は
、21
世
紀
に
入
っ
た
今
も
、

文
明
社
会
の
喧
騒
か
ら
離
れ
て
、そ

れ
ぞ
れ
に
豊
か
で
独
自
の
暮
ら
し
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
に
暮
ら
す
少
数
民
族
の

人
々
は
、文
明
の
利
器
こ
そ
豊
富
に

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
も
の
の
、地
球

環
境
の
悪
化
な
ど
科
学
技
術
文
明

が
も
た
ら
す
弊
害
が
目
立
っ
て
き
て

い
る
中
で
、人
間
が
生
き
る
た
め
に

必
要
と
す
る
根
源
的
な
知
恵
と
は

何
か
を
示
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

子
ど
も
達
が
見
せ
る
輝
く
よ
う

な
笑
顔
や
心
の
奥
深
く
に
溶
け
込
む

よ
う
な
現
地
の
人
々
と
の
交
流
は
、

少
数
民
族
を
訪
れ
る
旅
で
し
か
体

験
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
は
容
易
に
辿
り
着
け
な
い
こ
と
も

珍
し
く
な
か
っ
た
世
界
自
然
遺
産
や
少
数
民

族
へ
の
旅
も
、中
国
国
内
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
で
、そ
の
ア
ク
セ
ス

事
情
も
格
段
に
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

世
界
自
然
遺
産
と
少
数
民
族
は
、悠
久
の

歴
史
と
広
大
な
国
土
が
生
み
出
す
中
国
観
光

の
多
彩
な
魅
力
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
、

積
極
的
な
商
品
開
発
の
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

赤い砂礫岩の集中した地球進化のプロセスを示すカルスト状地形の丹霞。代表的なものとし
て、広東省の丹霞山（写真）や福建省の泰寧など6カ所があります

江西省・北東部の浙江省と接する地域にある三清山。山に三つの峰があり、三清（道教にお
ける天上界の最高天である玉清境・上清境・太清境）の名声を得ています（写真は女神峰）

湖南省西北部に位置し、中国最後の秘境と言われる「武陵源」。1979年に発見されるまで地名すらな
かった奇岩奇峰の林立する景観は、息を飲むばかりです（写真は武陵源の名勝、袁家界風景区）

袁家界展望エレベーター。奇岩奇峰を眺めながら展
望台へ向かいます。

民族衣装も愛くるしい長角ミャオ族の女の子

中国国家観光局 駐日本代表処

貴州省をはじめ、雲南・湖北・湖南・広西など広範な地域に約740万
人が住むミャオ族。銀の飾りを多用した民族衣装で知られています


